




具体的な整備内容シート（第1稿）

【平成15年3月14日版】

●鵜殿ヨシ原 切下げ試験地モニタリングの例

●楠葉地区新設ワンド 創出１年目のモニタリング調査の例

植生調査

■試験施工期間中

・切下げ試験地の
植生調査：年２回

■実施後

・ヨシの高さ・茎径・質に関す
る経年変化調査：年２回 ・植
生分布調査：年２回 ・群
落組成調査：年２回

調査項目

魚類：２回／年 夏季、秋季

（地曳網、タモ網）

二枚貝：１回／年 秋季

（1m×1mの方形枠）

底生動物：１回／年 夏季

（50cm×50cm方形枠）

植物：１回／年 秋季

（植物相調査、植生分布調査、ﾍ ﾙ゙ ﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ調査、）

水質：２回／年 夏季、秋季

（水温、ph、ＤＯ、SS、COD、T-N、T-P、PO4-P、Chl-a）

底質：２回／年 夏季、秋季

（強熱減量、CODsed、T-S、粒度、泥温、泥色、臭気、性状、混入物、ORP、ph）

プランクトン：２回／年 夏季、秋季

プランクトンネット（動植物）

形状：１回／年 夏季

環境－１
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●平面図

●横断図

第一段階で本川
側を「ヨシ原復
元対策区域」と
して切下げる。

第二段階で切り
下げる堤防側に
ついては、「ヨ
シ原暫定保全対
策区域」がある
ため、ヨシ原の
保全・育成・復
元を検討しつつ
切り下げる。

切り下げ実施の一例

環境－４
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●イメージパース

●フローチャート

水質に関するモニタリング

・水質浄化（沈殿による）効果の
モニタリング実施

生物に関するモニタリング

・整備後からの動植物の種類
数について、経年変化の調査
を実施

継続実施するとともに、
産卵調査などを追加実施

環境－８

琵琶湖の保全のため、
モニタリング結果を活用




